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文化を育て

教養を高めましょう

大
、
小
二
つ
の
ホ
ー
ル
な
ど
設
置
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市
で
は
、

基
本
設
計
の
採
用
案
決
ま
る

十
五
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
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を
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基
本
構
想
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、
四
月
に
基
本
設
計
案
を
募
集
。
四
設
計
業
者
が
応
募
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し
ま
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た
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そ
し
て
、
七
月
十
三
日
の
選
考
委
員
会
で
採
用
案
を
決
定
。
市
で
は
、
土
の
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採
用
案
を
も
と
に
検
討
を
加
え
、
基
本
設
計
と
実
施
設
計
の
作
成
に
入
り
、
今
年
度
中
に
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も
着
工
。
五
十
九
年
八
月
の
完
成
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
折
居

国
有
林
の
払
い
下
げ
鷺
苔
£
排

居
台
一
丁
目
、
敷
地
面
積
約
六
・

四
む
に
建
設
。
約
二
・
七
む
に
市

民
文
化
会
館
、
中
央
公
民
館
、
中

央
図
書
館
、
奮
舎
料
館
を
設
置

し
た
複
合
施
設
を
建
設
し
、
残
り

ｍ
園
施
設
と
す
る
計
画
で
す
。

こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

利
用
し
や
す
い
施
設
づ
く
口
を
基

本
に
す
る
と
と
も
に
、
施
設
を
集

中
し
て
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

文
化
・
社
会
教
育
活
動
の
拠
点
と

し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
牽
の
ざ
し

て
い
る
も
の
で
す
。

〔基本設計案に採用決定した市民文化センター全体透視図〕

今
回
、
採
用
決
定
し
た
基
本
設

計
案
は
、
地
形
を
効
果
的
に
利
用

し
、
四
階
建
相
当
の
市
民
文
化
会

館
（
約
六
千
四
百
平
方
μ
）
を
建

設
。
市
民
文
化
会
館
に
対
面
す
る

形
で
、
▽
中
央
公
民
館
（
約
千
百

平
方
μ
）
▽
中
央
図
書
館
（
約
千

三
百
平
方
μ
）
▽
歴
史
資
料
館
（
約

千
二
百
平
方
μ
）
が
階
段
形
式
に

建
て
ら
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
は
、
一
体
化
し
た
複
合

施
設
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立

〔市民文化会館・大ホールの断面透視図〕

し
て
利
用
で
き
る
ぷ
っ
に
配
置
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
未
了
。

市
民
文
化
公
一
館
に
は
、
大
ホ
ー

ル
（
千
三
百
人
収
容
）
、
小
ホ
ー

ル
（
四
百
人
収
容
）
、
リ
ハ
ー
サ

ル
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

5
9
年
度
完
成

め
ざ
し
て

今
日
、
宇
治
市
は
十
五
万
人
の

人
口
を
擁
蓄
る
都
市
と
な
っ
て
い

車
ふ
、
四
十
年
に
建
設
さ
れ
た

市
民
会
館
が
、
市
民
の
文
化
・
芸

術
、
社
会
教
豆
錫
の
拠
点
と
し

て
は
、
不
十
分
な
も
の
と
な
っ
て

奥轜

治禰

奈

雫

Ｘ白川・事．’包田原

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
で
は
、
昭
和
六
十
年

の
宇
治
市
の
町
つ
く
り
牽
9
子

総
合
計
画
に
も
と
づ
吸
「
創
造

し
参
加
す
る
文
化
」
の
拠
点
と
し

て
、
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

計
画
。
そ
の
建
設
用
地
か
折
居
国

有
林
と
し
、
四
十
七
年
に
国
へ
払

い
下
げ
を
申
請
。
五
十
五
年
十
月

に
は
売
買
契
約
を
結
び
、
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
て
第
一

歩
黎
宝
田
し
ま
し
た
。

昨
年
七
月
に
は
、
造
成
本
工
事

に
か
か
る
一
方
、
庁
内
に
建
設
委

員
全
一
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
広

く
市
民
の
声
か
反
映
し
た
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
た
め
、

専
門
家
や
学
識
経
験
者
、
日
ご
ろ

音
楽
や
芸
術
活
動
な
ど
妥
錫
さ

れ
て
い
る
人
た
ち
な
ど
市
民
の
代

表
二
十
三
人
で
構
成
さ
れ
る
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
懇
談
会
夕
設

置
。
市
で
は
、
懇
談
会
で
の
委
員

の
み
な
さ
ん
の
各
施
設
の
内
容
や

機
能
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
参
考

に
す
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
の

声
を
生
か
し
た
市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
づ
く
り
な
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
二
月
に
は
、
基
ぷ
構
想
、

基
本
計
画
か
策
定
。
こ
れ
に
も
と

づ
い
て
今
回
、
華
辺
計
案
ｍ

定
に
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
基
本

設
計
案
か
石
と
に
、
利
用
し
や
す

い
文
化
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
検
討

を
加
え
、
基
本
設
計
を
確
定
し
て

実
施
設
計
へ
と
入
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
今
年
度
中
に
も
建
設
に

着
工
、
五
十
九
年
度
に
は
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
全
体
劣
蔑

さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
。

85

8月9日に

平和祈念集会

▲平和の像、一輪を高くかか

げた少女の像は平和の心を象

徴している。（昨年の平和祈

念集会から）

八
月
十
五
日
は
、
三
十
七
回
目

の
終
戦
記
念
日
。
三
百
十
万
人
も

の
生
命
を
奪
っ
た
戦
火
が
や
ん
で

か
ら
時
は
流
れ
、
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
が
国
民
の
半
数
以
上
を
占

め
て
い
ま
ず
。
し
か
し
。
辛
苦
に

耐
兄
た
戦
争
体
験
者
に
と
っ
て
決

し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
「
暑
い
あ
の

日
」
が
ま
た
め
ぐ
っ
て
き
ま
し
た
。

戦
争
は
人
類
が
犯
す
最
も
お
ろ

か
な
行
為
で
あ
り
、
物
質
だ
け
で

な
く
、
尊
い
生
命
を
奪
い
、
人
の

心
を
も
踏
み
つ
ぷ
し
て
し
ｉ
Ｍ
．
ｒ
ｕ
Ｂ

の
で
す
。
私
た
ち
は
、
さ
ら
に
平

和
の
尊
さ
を
認
識
見
9
7
と
と
も

に
、
戦
争
を
知
兌
防
子
＼
Ｗ
）
た

ち
に
そ
の
悲
惨
さ
と
お
ろ
か
さ
を

語
り
つ
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
心
一

で
は
、
原
爆
が
広
島
に
投
下
さ
れ

た
八
月
六
日
午
前
八
時
十
五
分
か

ら
と
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
八
月

九
日
午
前
十
一
時
二
分
か
ら
と
、

終
戦
の
日
の
八
月
十
五
日
正
午
に
、

そ
れ
ぞ
れ
一
分
間
の
黙
と
う
を
さ

さ
げ
て
い
た
だ
’
ｉ
ｍ
ｉ
Υ
φ
つ
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

ま
た
、
八
月
九
ぼ
午
前
十
時
五

十
分
か
ら
、
市
庁
舎
前
庭
に
あ
る

「
平
和
の
像
」
前
で
戦
争
犠
牲
者

の
め
い
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
っ
て
平
和
祈
念
集
会
を
開
き
ま

す
。
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
示
ｙ
。

市民文化
センター

いよいよ設計に着手

誓
い
合
お
う
恒
久
平
和
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十
七
世
紀
中
葉
の
寛
文
・
延

宝
期
は
。
徳
川
幕
府
が
政
治
的

に
も
経
済
的
に
も
確
立
し
た
時

期
で
あ
る
が
、
経
済
の
基
礎
を

な
ｙ
年
貢
の
基
準
と
な
る
の
が

村
高
で
あ
る
。
村
高
は
検
地
に

よ
っ
て
十
地
一
筆
ご
と
の
石
高

が
決
め
φ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を

村
ご
と
に
集
計
し
た
も
の
で
、

い
わ
ば
村
で
収
穫
さ
れ
る
米
の

総
生
産
量
で
あ
る
。
こ
れ
は
知

行
池
班
給
の
基
礎
単
位
と
な
る

だ
け
で
な
ぐ
、
年
貢
は
も
ち
ろ

ん
諸
役
賦
課
の
Ｉ
指
標
に
も
な

っ
た
。
現
在
で
は
村
の
大
小
は

人
口
な
り
、
面
積
な
り
で
決
め

ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代
で
は
。

村
高
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
い

宇治川納涼う脳川辞犬

花火大会

8月10日

た
。宇

治
に
お
け
る
各
村
の
村
高

と
早
産
表
に
記
し
た
が
、
宇

治
郷
や
棋
島
村
は
三
千
石
か
磁

す
大
き
い
村
で
、
逆
に
最
も
小

さ
い
村
は
、
二
尾
村
の
四
四
石

余
で
あ
る
。
令
辰
的
に
み
る
と
、

宇
治
川
東
部
は
五
〇
〇
石
以
下

の
小
村
が
多
い
の
に
対
し
、
西

ぷ
っ
に
幕
府
領
・
武
家
領
・
公

家
領
と
三
領
主
が
入
昨
｛
組
ん
で

い
る
村
も
あ
り
、
京
都
の
近
郊

な
べ
多
い
と
こ
ろ
1
竺
十

領
主
を
填
兄
る
村
々
も
あ
っ
た
。

貫
七
分
る
ぷ
つ
に
、
笠
取

の
山
間
は
醍
醐
寺
領
が
多
い
が
、

古
代
以
来
、
醍
醐
寺
の
知
行
地

で
あ
っ
た
。
ま
た
五
ヶ
庄
は
、
・

村
高
と
領
主

部
は
千
石
以
上
の
村
、
あ
る
い

は
そ
れ
に
近
い
村
が
多
い
の
が

特
価
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
き
い
村
に
せ

よ
、
小
さ
い
村
に
せ
よ
、
村
々

を
守
配
す
る
領
主
が
存
鸚
し
て

い
た
が
、
時
期
や
村
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
一
村
一

領
主
と
は
限
ら
ず
、
木
幡
村
の

第
二
十
二
回
宇
治
川
納
涼
花

火
大
会
が
開
か
れ
ま
ず
。
仕
掛

花
火
は
、
府
立
宇
治
公
園
中
之

島
で
。
打
ち
上
げ
花
火
は
国
鉄

宇
治
川
鉄
橋
の
下
流
で
点
火
さ

れ
求
ｙ
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、

夏
の
夜
空
に
広
が
る
花
火
碧
お

楽
し
み
ぐ
だ
さ
い
。

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
…
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
＝
午
堡
八
時
四
十
五
分

か
ら
。
花
火
点
火
＝
午
後
八
時

近
衛
家
領
で
あ
っ
た
が
、
万
福

寺
の
創
建
に
際
し
て
、
伊
丹
と

替
地
と
な
り
、
の
ち
岡
屋
村
の

み
盛
言
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ぷ
つ
に
東
部
地
域
は
領
主

と
村
が
歴
一
史
的
な
つ
な
が
ひ
が

あ
り
、
そ
の
た
め
か
こ
の
地
域

は
寺
院
領
・
公
家
領
が
多
い
。

一
方
西
部
地
域
は
幕
府
領
の
他

に
大
名
領
・
旗
本
知
行
の
武
家

か
ら
。
打
ち
上
げ
花
火
と
大
型

仕
掛
花
火
は
八
時
五
分
か
ら
で
、

午
後
九
時
半
ご
ろ
終
了
の
予
定
。

花
火
の
種
類
な
μ
て
わ
し
い

こ
と
は
、
八
月
五
日
の
新
聞
に

折
り
込
ま
れ
ま
ず
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
宇
治
観

光
笥
コ
｀
⑩
ａ
3
3
4
）
へ
。

（
写
真
は
昨
年
の
花
火
大
会
。
）

（
商
工
観
光
課
）

領
が
多
い
の
＆
馥
の
一
つ
と

い
え
ぶ
コ

Ｃ
Ｐ
ゲ
み
る
喜
ｔ
治
は
、

三
千
石
以
上
の
大
き
い
村
か
ら
、

百
石
未
満
の
小
さ
い
村
ま
で
あ

り
、
領
手
豊
碍
領
・
ｗ
御

料
・
命
偵
・
公
家
領
・
武
家
領

な
ど
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を

考
汽
合
せ
る
と
、
村
高
と
領
主

村・領主別の高付（享保14年）

に
関
し
て
い
え
ば
、
変
化
に
ｎ

ん
が
紆
溥
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

Ａ
＞
＃
あ
れ
、
村
高
や
領
主
の

相
異
は
あ
る
に
せ
エ
、
そ
の
地

の
村
民
に
と
っ
で
ほ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
非
喜
こ
も
ご
も
な
生
活
を

送
る
こ
と
に
な
る
。

宇
治
の
歴
史
を
詳
述
し
て
い

る
「
ウ
落
市
ぶ
（
全
六
巻
）

を
た
だ
今
発
売
し
て
い
毒
了
。

価
格
は
各
巻
四
千
円
で
、
購
入

希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
歴
史

資
料
室
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。な

お
第
三
巻
（
近
世
）
は
品

切
れ
で
す
。

（
歴
史
資
料
室
）

郡 村名 村高 領主別石高 領主

宇

治

郡

六地蔵木幡

五ヶ庄

大鳳寺乙方

三室志津川

池尾

二尾炭山

東笠取西笠取

3ｏ？754
769．538

1495．109

500．200．

371．627139．574

193．27

44．7187．342

274．2316．621

30＊．’754

246．392300．

223．146383．049

235．637476．423

400．500．

200．371．627

139．574100．

93．2744．7

187．342274．2

316．621

幕府領

鈴木伊兵衛知行阿野家領

近衛家領幕府領

万福寺領智積院領

幕府領禁裏御料

釈迦院領幕府領

上醍醐伽藍料醍醐三宝院領

久

世

郡

棋島宇治郷

白川小倉

伊勢田新田

安田大久保

広野

3126．3653698．561

213．5521172．051

1080．716181．087

158．991850．707

772．013

3126．365220．184

390．2968．567

119．81213．552

62．03530．

1080．0161080．716

181．087158．991

850．707772．013

幕府領上林又兵衛知行

上林門太郎知行幕府領

（屋地子免除）幕府領

上林又兵衛知行白川蔵坊

幕府領

淀藩領

多
く
な
っ
て
き
た
適
正
量
目

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
が
計
量
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
五
月
二
十
日
か

ら
二
十
九
Ｅ
ま
で
の
期
間
の
う
ち

各
モ
ニ
タ
ー
が
任
意
の
三
日
以
上

の
日
か
選
ん
で
、
食
肉
・
食
肉
加

工
品
・
塩
于
魚
・
野
采
・
果
物
・

つ
け
も
の
・
菓
子
類
・
つ
く
だ
に

・
そ
7
菜
な
ど
の
八
品
目
か
モ
の

日
の
う
ち
に
再
計
量
に
尨
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
を
、
注
文
し
た
分
量

を
消
費
者
の
目
の
前
不
斑
っ
て
売

る
面
前
計
量
商
品
と
、
す
で
に
計

量
し
封
の
し
て
あ
る
正
味
量
表
記

商
品
に
分
け
て
調
査
し
ま
し
た
。

面
前
計
量
商
品

適
正
率
は
7
5
・
3
％

　
面
前
計
量
商
品
と
し
て
の
販
売

形
態
は
、
昨
年
に
引
続
き
減
少
す

る
傾
向
で
す
。
計
量
の
適
正
率
は

七
五
・
一
行
で
、
昨
年
9
〈
三
・

八
％
よ
り
も
大
幅
に
高
く
な
っ
て

い
ふ
チ
。
ま
た
、
不
足
の
率
は
Ｉ

・
二
％
で
、
昨
年
の
一
八
・
一
％

計量調査結果

よ
り
も
低
ぐ
な
っ
て
い
る
の
が
目

立
ち
ま
し
た
。

販
売
店
別
に
み
る
と
、
小
売
市

場
の
適
正
率
が
最
も
高
く
、
次
い

で
小
売
店
、
ス
ー
パ
ー
で
丁
。

今
日
か
ら
鹿
児
島
で
始
ま
る
全

国
高
校
総
合
体
育
大
会
に
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
の
女
子
は
東
宇
治
高
校
、

男
子
は
西
里
嵩
校
が
府
代
表
で

出
場
。
先
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た

両
チ
ー
ム
ぷ
米
市
長
が
激
励
し

ま
し
た
。
活
躍
か
期
待
1
ま
す
。

正
味
量
表
記
商
品

適
正
率
は
7
2
・
3
％

ス
ー
パ
ー
形
式
の
販
売
形
態
が

増
え
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
正
味

量
春
嵩
品
が
昨
年
同
様
増
え
て

い
串
子
。
計
量
の
適
正
率
は
七
二

・
三
％
1
昨
年
の
七
五
・
三
％

よ
り
も
低
ぐ
な
っ
て
い
未
丁
。
ま

た
、
不
足
の
率
は
四
・
九
％
と
昨

年
の
十
一
・
三
％
よ
ｙ
謀
？
、

逆
に
紹
遜
が
二
二
・
八
％
で
昨
年

の
一
三
・
四
％
よ
り
も
高
く
な
っ

て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

販
売
店
別
に
み
る
と
、
ス
ー
パ

ー
の
適
正
率
が
最
も
高
く
、
小
売

市
場
、
小
売
店
の
順
に
な
っ
て
い

車
ｙ
。

モ
ニ
タ
ー
の

主
な
意
見

①
小
売
店
で
は
、
た
ぐ
’
兄
買
う

と
必
ず
プ
ラ
ス
し
で
ぐ
れ
る
。

②
計
量
の
仕
方
が
早
す
ぎ
て
、
で

面前計量商品

総数 不足 適正 超過

食肉 40 0 31 9

食肉加工品 9 0 9 0

塩干魚 8 0 5 3

野菜 14 1 8 5

果物 3 0 2 1

っけもの 0 0 0 0

菓子類 1 0 1 0

つくだ煮・そう菜 6 0 5 1

合計 81 1 61 19

今回（％） 1．2％75．3％23．5％

前回｛56年5月）（％）18．1％63．8％18．1％

正味量表記商品

た
＾
£
ｖ
ｇ
ｖ
ｙ
あ
る
。
③
ス
ー
パ
ー
で
は
、
風
袋
含
ら
め
て
中
味
表
不
量
目
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
④
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
ト
レ
ー
は
大
が
Ｉ
〇
河
、
中
が
孤
。
、
小
が
三
河
あ
り
目
方
に
も
関
係
が
あ
る
と
思
っ
た
。
⑤
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
ケ
ー
ス
入
昨
夢
計
量
を
し
て
み
た
が
、
八
Ｉ
ほ
ど
差
が
あ
っ
た
。
盛
び
売
り
に
も
ぽ
ら
つ
き
が
あ
る
ぷ
7
だ
。

ま
と
め

量
り
売
り
会
笞
の
が
＝
届
で
あ
る
野
菜
や
く
だ
も
の
ま
で
パ
″
ク
し
て
売
ら
れ
、
鮮
度
や
品
質
に
疑
問
が
感
じ
β
れ
る
提
に
も
あ
り
ま
ず
。
こ
の
よ
之
談
品
に
は
、
単
位
価
格
表
不
や
量
目
表
ふ
が
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限
り
表
ふ
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
ず
。
ま
た
、
風
袋
込
み
で
計
諏
し
た
り
、
計
量
の
仕
方
が
早
す
ぎ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
ず
。
正
し
い
計
量
、
販
売
形
態
を
と
ら
れ
る
ぶ
つ
に
業
者
に
望
み
ま
ず
。
た

短
信

‰
託
け
七

　
１
　
１
　
度
の
消
費
生
活
心

ニ
タ
ー
の
う
ち
、
土
居
さ
ん
と
高

田
さ
ん
に
か
わ
っ
て
、
東
口
由
Ｊ

さ
ん
（
宇
治
東
内
二
八
）
に
委
｀

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

総数 不足 適正 超過

食肉 60 3 47 10

食肉加工品 27 Ｏ・ 15 12

塩干魚 21 4 9 8

野菜 17 0 15 2

果物 2 0 2 0

っけもの 8 0 6 2

菓子類 34 1 29 4

つくだ煮・そう菜 15 ｌ 10 4

合計 184 9 133 42

今回（％） 4．9％72．3％22．8％

前回（56年5月）（％）11．3％75．3％13．4％

道路は、あらゆる面で生活にかかわ

りのある国民共通の財産-。

　道路にものを置いたり、違法駐車を

すると交通の妨げとなり、特に緊急自

動車の活動を困難にします。お互いに

注意し合って、道路を大切にしましょ

っ。

８
月
は
道
路
を
守
る
月
間

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
一
〈
十
歳
ま
で
の
人
で
、
厚

生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年
金
に
入
っ
て
な
い
人
が
す
べ
て

加
入
す
る
年
金
制
度
で
す
。
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
き

ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
れ
ば
、
加
入
中
に
交
通
事
故
な
ど

で
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
夫
に
先
立
た
れ
て
未
亡
人
に
な

っ
た
と
き
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
未
丁
。
ま
た
、
最
低
二
十
五
年
間
保
険
料
を
納
め

る
と
、
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
加
入
は
早
い
ほ
ど
よ
い

わ
け
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
他
の
公
的
年

早いほどよい国民年金の加入

金
を
や
め
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
年

金
に
加
入
す
べ
孝
〈
で
ま
だ
の
人
は
、

す
ぐ
加
入
し
で
ダ
、
だ
さ
い
。
外
国
人
の

方
も
今
年
一
月
か
ら
加
入
で
き
る
ぷ
つ

に
な
り
ま
し
た
。
く
わ
し
ぐ
は
国
民
年

金
係
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
（
保
険
年
金
課
）

86

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
が
計
量
調
査

宇
治
市
史

の
窓

市
政

短
信

道路は

広く、美しく、安全に
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手話を習いませんが

受講者募集

手話教室
ろ
ラ
あ
者
問
題
や
手
話
に
つ
い

て
理
解
を
ひ
う
の
、
ろ
う
あ
者
と

‰ ／， ‰ ‰ 駿ｌ 9；
よく

つか

う手

話

時間

と天

気

数と

指文

字

身ぷ

りで

話そ

フ

自己

紹介

手

話

実

技

ろつ

あ者

との

懇談

’手話

サ1

クル

の活

動

奉ろ仕う

Ｕあ制者

度のの生

説活明ｍ

ろう

あ者

の生

活（2）

ろつ

あ者

の生

活（1）

講

演

な

ど

閉

講

式

ゲ

｜

ム

手話

コ1

ラス

Ｆ話

コ｜

ラス

開

講

式

その

他の

内容

手話の練習（昨年の手話教室から）

健
聴
者
の
交
流
奪
手
め
る
た
め

に
宇
治
手
話
教
室
を
開
き
ま
ず
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
挿
碧
手

る
手
話
奉
仕
員
の
養
成
も
こ
の
教

室
の
目
的
で
す
。

ｙ
日
程
＝
上
表
、
午
後
7
時
か

ら
8
時
半
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
民

会
館
三
階
ｙ
対
象
＝
・
全
講
座
に
出

席
で
μ
る
市
民
ｙ
受
講
料
・
＝
無
料

Ｖ
申
込
み
・
・
・
8
月
1
0
Ｅ
ま
で
に
福

祉
課
障
害
福
祉
係
（
ｆ
ｉ
Ｒ
3
1
4

1
）
へ
電
話
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

（
福
祉
課
）

夏
休
み

親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室

夏
の
暑
さ
の
中
、
は
だ
寒
い
リ

ン
ク
で
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
衆
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
親
子
い

っ
し
ょ
に
ス
ケ
ー
ト
の
正
し
い
技

術
夕
身
に
つ
け
て
い
た
だ
こ
う
と

初
心
者
を
対
象
に
夏
休
み
親
子
ス

ヶ
Ｉ
ト
教
室
を
開
き
康
ｙ
。

ｙ
と
き
＝
・
8
月
2
5
日
困
か
ら
2
7

日
廓
ま
で
恂
）
日
闘
、
午
後
1
時

か
旨
蒔
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
伏
見
桃
山

昨年の親子スケート教室

ア
リ
ー
ナ
ｙ
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の

小
幸
生
以
上
の
親
子
、
先
符
6
0
組

ｙ
参
加
費
・
・
・
小
学
生
千
四
百
円
、

中
学
牛
早
八
百
五
十
円
、
右
左

二
千
四
百
五
十
円
（
3
日
間
の
滑

走
料
と
貸
靴
料
、
保
険
料
を
含
む
）

公民館のお知らせ

ｙ
申
込
み
・
＝
参
加
費
を
そ
又
て
、

直
接
宇
治
市
公
民
館
へ
。

な
お
、
指
尋
に
は
公
認
指
導
員

が
あ
た
り
ま
ず
。

ｃ宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａ⑤2＆04）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（Ｓｃ8290）

○宇治市小倉公民館…小介町寺

内91（ａ⑩4687）

夏
休
み

親
子
映
画
の
つ
ど
い

公
民
館
や
ぼ
、
夏
休
み
親
子
映

田
会
の
つ
ど
い
を
開
き
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。

▼
と
き
…
8
月
1
1
日
團
▼
と
こ

ろ
…
小
倉
公
民
館
＝
午
前
1
0
時
か

ら
Ｈ
時
半
、
宇
治
市
公
民
館
＝
午

後
2
時
か
ら
1
時
半
、
木
幡
公
民

館
＝
午
後
7
時
か
ら
8
時
半
▼
上

映
作
品
・
：
「
動
物
村
の
な
か
よ
し

作
戦
」
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ー
カ
ラ

ー
1
0
分
）
。
「
く
ま
の
子
ジ
ャ
ッ

キ
ー
」
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ー
カ

ラ
ー
2
7
分
）
、
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

戦
争
」
（
児
童
劇
映
画
・
カ
ラ
ー

4
1
分
）

中
学
卒
業

認
定
試
験

病
弱
な
ど
の
や
む
舎
兄
な
い

事
情
で
、
義
務
教
育
諸
学
校
に

就
学
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、
就

学
か
猶
与
・
免
除
さ
れ
た
人
を

対
象
に
中
学
卒
業
認
定
試
験
が

行
わ
れ
車
ｙ
。

ｙ
と
き
・
・
・
Ｈ
月
5
日
廓
ｙ
申

込
み
・
－
0
0
月
1
1
1
1
日
困
Ｌ
9
月
1
0

日
廓
ま
で
に
、
京
都
府
教
育
庁

学
校
教
育
課
（
豊

0
7
5
1
4
5
1
－
8

1
1
1
）
へ
ｖ
試
験
科
目
・
＝
国

語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
外

国
語
（
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
フ

ラ
ン
ス
語
の
い
ず
れ
か
）

な
お
、
点
字
受
験
さ
れ
る
人

は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
込

ん
イ
ｖ
だ
さ
い
。

（
学
校
教
司
課
）

　
市
民
図
書
室
で
は
、
本
や
図
　
つ
ど
い
を
開
海
玉
手
。

書
室
を
子
芦
も
さ
ん
に
親
し
ん
　
お
話
や
巻
き
絵
、
映
画
な

で
も
良
習
と
、
子
芦
も
夏
の
ど
但
し
未
了
の
で
、
お
友
だ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
さ
そ
い
あ
っ
て
参
加
し
ア
ー

移
動
図

書
館

だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
６
日
圖
、
午

前
1
0
時
～
Ｈ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：

市
民
会
館
第
一
会
議
室
▼
対
象

・
：
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
ど

も
▼
申
込
み
…
８
月
５
日
㈹
ま

で
に
電
話
で
図
書
室
（
豊
⑩
4

0
4
9
）
へ
。（

８
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

31
日
(火)

27
日
㈲

26
日
南

25
日
南

24
日
(火)

19
日
俐

黄

彙

南

山

明
星
町

志
津
川

福

角

神

明

奥
広
野

広

野

南
陵町

地

区

15

●●
10

　S16

●●00

14

●●
00

　S14

●●50

14

●●
30

　S15

●●30

13
●●
30

　S14

●●00

10
●●
00

　S11

●●00

15
●●
10

　S16
●●10

14
●●
00

　S14
●●50

10
●●
00

　S11

●●20

14

●●
00

　Ｓ15

●●40

駐
車
時間

万
福
寺
駐
車場

南山

口
｜
タ
リ
｜

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

福
角
公
園
前

城
南
荘
児
童
公
園

奥
広
野
入口

大
久
保
小
学
校

一
一
丁
目
公
園
前

駐
車
場
所

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
八
月
は
毎
週
月
曜
日
と

3
1
日
固
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
図
書
室
）

87

市
民
将
棋
大
会

▼
と
き
・
：
8
月
2
9
日
間
、
午
前

9
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市

民
会
館
3
階
▼
参
加
資
格
・
・
・
市
民

ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
人
▼
試
合
方
法
・
：
小
・
中
学

生
の
部
（
低
学
年
・
高
学
年
・
中

学
生
）
と
一
般
の
部
（
有
段
者
・

級
位
者
・
初
級
者
）
に
分
か
れ
て

対
局
▼
参
加
料
…
小
・
中
学
生
二

百
円
、
一
般
七
百
円
▼
申
込
み
・
・
・

希
望
ク
ラ
ス
を
決
め
て
、
8
月
2
3

日
ま
で
に
桜
井
さ
ん
（
ａ
⑩
0
4

2
3
）
ま
た
は
社
会
教
育
課
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

ろ
う
あ
婦
人

成
人
講
座

▼
と
き
・
：
8
月
2
2
日
間
、
午
後

1
時
か
ら
4
時
▼
と
こ
ろ
…
木
幡

公
民
館
2
階
学
習
室
▼
内
容
・
：
老

人
ボ
ケ
の
予
防
▼
講
師
・
：
宇
治
保

健
所
精
神
衛
生
相
談
員
▼
申
込
み

・
：
8
月
1
0
日
ま
で
に
社
会
教
育
課

へ
。
（
社
会
教
育
課
）

料
理
教
室

Ｖ
と
き
・
・
・
8
月
9
日
間
、
午
後

1
時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
＝
・
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ｙ
内
容
・
・
宣
夕
乗

り
＞
≪
る
ス
タ
ミ
ナ
料
理
ｙ
講
師
・
＝

料
即
研
究
家
の
星
野
美
智
于
さ
ん

ｙ
参
加
費
・
・
・
無
料
（
材
料
実
費
千

五
百
円
か
必
要
）
ｙ
定
員
・
・
・
4
0
人

（
先
着
順
）
ｙ
申
込
み
＝
・
千
五
百
円

を
添
凡
て
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
ヘ
。

（
交
通
労
政
課
）

案
内

固
定
資
産
課
税
台
帳

の
閲
覧
に
つ
い
て

昭
和
5
7
年
8
月
1
日
か
ら
、
納

税
義
務
者
及
び
同
居
の
親
族
、
納

税
管
理
人
、
相
続
人
以
外
の
人
が
、

固
定
資
産
課
税
台
唄
の
閲
覧
笈
び

評
価
証
明
書
の
交
付
申
請
を
行
う

場
合
、
委
任
状
、
ま
た
は
承
諾
書

が
必
要
ぶ
ｙ
。
（
資
産
税
課
）

統
計
書ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
発
行

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

夏
休
み
中
の
学
習
資
料
と
し
て
、

5
6
岸
履
宇
治
市
統
計
書
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
が
で
き
ま
し
た
。
Ｂ
5

版
6
8
ペ
ー
ジ
、
発
行
部
数
3
0
0
部
で

す
。
必
要
な
人
に
、
市
役
所
玄
関

ま
た
は
企
画
課
で
お
渡
し
い
た
し

ま
す
。献

血

▼
8
月
1
0
日
㈹
、
午
前
1
0
時
か

ら
正
午
、
午
後
1
時
か
ら
3
時
半

ま
で
、
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
▼

8
月
2
4
日
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま

で
、
宇
治
新
生
市
場
（
新
庄
ガ
レ
ー

ジ
）
午
後
1
時
半
か
ら
3
時
半
ま

で
、
宇
治
病
院
で
。
（
保
健
衛
生
課
）

犬
・
猫
の
引
取
り

ｖ
と
亨
・
8
丹
1
0
日
吻
ｖ
と
こ

ろ
・
＝
木
幡
公
民
分
館
1
午
前
1
0
時

4
0
分
、
小
倉
公
民
館
―
午
前
1
0
時

5
0
分
、
日
椋
公
会
堂
＝
午
前
Ｈ
時

1
0
分
、
宇
治
保
健
ぶ
Ｔ
午
前
1
1
時

2
0
分
（
保
健
衛
生
課
）

募
集

ア
ル
バ
イ
ト
職
員

Ｖ
職
種
・
＝
休
日
急
病
診
療
所
の

看
護
婦
、
准
看
護
婦
ｙ
年
齢
・
・
必

歳
ま
で
ｙ
勤
務
＝
白
・
祝
日
、
年

末
年
始
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
6

時
ｙ
申
込
み
＝
市
販
の
履
歴
書
に

記
入
し
、
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
8
月
5
日
ま
で
に
保
健
衛
生
課

へ
。
（
保
健
衛
生
課
）

現
在
、
公
民
館
忠
司
さ
れ

て
い
る
人
は
、
圧
倒
的
に
女
性

が
多
く
、
婦
人
の
活
動
は
ま
す

乖
店
発
化
し
て
き
て
か
季
ｙ
。

活
上
の
課
題
に

つ
い
て
学
習
を

一
定
期
間
に
わ

た
っ
て
計
画
的
、

継
続
的
、
集
団
的
、

に
行
う
婦
人
教
育

公民館では

の
一
形
態
で
、
現
在
は
公
民
館

が
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
と
し
て
社
会
連
帯
意
識

の
形
成
に
寄
与
し
て
も
ら
7
た

め
に
は
、
地
域
の
婦
人
の
役
割

が
大
き
い
と
こ
ろ
が
ら
、
地
域

の
伝
統
、
文
化
、
生
活
環
境
、

行
政
、
政
治
な
μ
に
関
す
る
こ

と
や
婦
人
の
奉
仕
活
動
応
召

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ｙ
。

主
婦
と
し
て

母
親
と
し
て

ｍ
と
し
て
、
家
庭
経
営
の

能
力
奪
『
め
る
た
め
に
は
、
家

　
ほ
親
と
し
て
、
’
家
庭
教
育
に

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
、

母
親
の
自
覚
や
態
度
に
関
す
る

学
習
夕
通
め
て
い
章
手
］
。

　
就
労
婦
人
と
し
て
、
職
業
観

m
立
す
る
た
め
に
は
、
職
業

に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能
の
習

得
や
職
業
の
選
択
能
力
・
就
労

ら
参
加
者
冷
募
っ
て
開
い
て
い

康
す
。
今
年
度
も
７
治
・
木
幡
・

小
倉
の
そ
れ
ぞ
れ
の
八
罠
館
で

課
題
を
決
め
、
対
象
別
に
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
季
子
。

　
婦
人
学
級
か
ら

　
サ
ー
ク
ル
が
結
成

　
昨
年
度
に
木
幡
公
民
館
で
実

地
域
婦
人
の
役
割

庭
牛
″
－
の
調
和
を
図
り
、
家
庭

牛
活
か
創
造
的
、
合
理
的
に
営

む
こ
と
が
で
き
る
ぷ
フ
に
家
計

・
衣
食
住
の
管
理
や
家
族
の
人

間
関
係
、
家
庭
の
生
活
設
計
な

ど
＜
ｂ
）
学
習
す
る
こ
と
に
し
て
い

毒
ｆ
ｙ
。
特
に
、
消
費
牛
居
に
関

す
る
学
習
か
深
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

の
意
義
・
職
場
に
お
け
る
人
間

関
係
な
ど
に
関
ず
る
学
ｍ
ｍ

め
て
い
淘
蛋
す
。

市
で
は
、
昭
和
三
十
一
年
か

ら
婦
人
学
級
か
公
民
館
な
ど
を

会
場
に
し
て
開
い
て
亭
”
し
た
。

初
め
の
こ
Ａ
ほ
、
市
内
の
婦

人
団
‘
？
掻
携
し
て
開
い
て
い

次
し
た
が
、
現
＃
ぼ
、
一
般
か

施
し
た
婦
人
学
級
か
ら
サ
ー
ク

ル
が
結
成
さ
れ
、
現
在
、
食
品
公

害
を
テ
ー
マ
に
継
続
学
習
が
定

期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
ず
。

現
代
襲
に
お
け
る
婦
人
の

役
割
は
、
今
墜
呂
に
唄
要
な

も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
ず
。
そ
こ
で
婦
人
学

級
奮
大
施
す
る
に
つ
い
て
は
、

婦
人
の
学
習
要
求
を
的
ぼ
に
把

握
し
、
充
実
し
た
内
容
で
少
し

で
も
多
く
の
人
に
学
習
の
槙
会

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
兄

て
い
ま
ず
。

◇

婦
人
学
級
受
講
生

哲
哉
正
子
さ
ん
（
木
幡
）

私
は
三
人
の
子
ど
も
を
持
つ

ほ
親
で
す
。
成
長
し
て
い
く
子

芦
石
に
遅
れ
冷
ぷ
な
い
た
め
、

今
度
開
か
れ
た
婦
人
学
級
に
参

加
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
こ
れ

か
ら
の
人
生
の
指
針
に
な
れ
ば

と
、
学
ぶ
ｍ
’
ｍ
講
し
て
い

ま
7
．

新
し
く
き
れ
い
な
公
民
館
で
、

各
分
野
に
お
け
る
婦
人
の
あ
り

か
た
を
懇
切
丁
寧
に
袱
幻
り
、

改
め
て
学
ぶ
こ
と
の
立
縁
茎
愚

じ
て
い
ま
す
。

広
野
町
一
里
山

栗
田
佳
奈
ち
ゃ
ん

「まあ元気な男の赤ちゃん」「金
太郎さんみたい」とかよく言われ

ます。でも女の子なのですよノ

この欄に掲載するお子さん（56

年8月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

お
知
ら
せ

催
し

婦
　
人

学
　
級

子
ど
も

夏
の
つ
ど
い
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表

市役所清掃課ＴＥＬ223141番

宇治（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）8／219

羽拍子町（国道筋）伊勢田町（北山、大谷、若林．井尻．中山、毛語）

小倉町南ｍ、山際、京銀前から南京信前までの市

道筋以南の西浦）320伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

421までの市道筋以北の西浦）伊熱田町（南遊田）

棋島町（全域）

523小倉町．（近鉄以東の新田島）宇洽（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

624中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中

・東中）五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ

725内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑．国鉄以東の正中・東中）

木幡（熊小路）五ケ・庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、壇ノ

926％鷲Ｕ調より昌之‰問し

西の芝ノ東）
菟道（平町）‾

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿゛）

菟道（平町を除く全最）1027明星町（全域）

志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内、又振、山田）

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番．妙楽、蓮華、

塔川、善法、東山．下居、琵琶．野神、弐番、1130池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）

白川（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）

1231神明（全域）宇治（蛇塚、大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）

169／1広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除
く西裏・茶屋裏）

179／2大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒．新中

ノ荒、ウトロ．南山）
189／3開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏、茶屋裏、派
出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、旦椋、平盛．井ノ尻、南ノロー部）

し尿収集日

程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域

225西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）．南端（国鉄以東）
326芝ノ東（府道以東）．広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
427南山（Ｂ）、金草原
528南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）．中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
630北畠、桧尾．平尾、須留
731花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山．畑山田、北御園、正中（国鉄以東）．ＢＴ並一部
99／1北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳永．柿ノ木町、109／2一丁目、札ノ辻町、紺屋町

11内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路、南端（国鉄以西）

12大林、梅林、芝／東（国鉄以西）、西浦一部
18寺界道古川、西田、北ノ庄野添谷前、西浦一部、梅林官有地
19西浦一部新開平野府営住宅折坂一部
20福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
21車田一部、平町、一里塚、戸／内（棋島飛地）
23車田．丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
24福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

225田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ’
北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西表、寺山（国鉄以西）、326寺山（翠光園団地）

寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、427石塚（心華寺通り以西）

5‾－28東裏、一里山、桐生谷、開町石塚（心華寺通り以東）宵ｉｔ一部
630小根尾大開一部、尖山一部宮東宮西、・Ｓ北

野神．大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南），矢ｍ（国鉄以南）、731壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

99／1下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里ｓｔ（国鉄以ｍ）塔川

109／2望影ｎ乙方｀東内｀又振｀山田｀紅斎｀白川｀金井戸｀山本｀荒棋｀田中｀大垣内｀妙見｀

森本（国鉄以東）．段ノ上、藪里、東西隼上り．東中、西中、河原、門前、只川、中筋、11池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

し尿収集日程

変更のお知らせ

8月Ｉ3日～Ｉ6日までの4ａ間に

ついては、沢清掃工場の維持管理

に伴う定期点検整備のため、し尿

収集は行いません。

なお、このことにより8月17日

以降｜回目の収集日程は、通常より

3～4日間の延長となりますので

御了承ください。一一卜

’‾し尿収集の届出を

家族や同居人に増減があったり

転出転居、浄化槽設置等でし尿収

集届出に異動があったときは、市

役所清掃課へ届出てください。

（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

中山（近鉄以東）．大谷、西畑、中畑、・春日森、一ノ坪、島前、225大町、大川原、巾川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

326中山（近鉄以西）、毛語、若林
427羽拍子町
528蛇塚、弐番（府道以北）、池森米阪

北山Ａ．Ｂ・Ｃ．Ｄ団地．中央台、西山（国道以西）．63Ｏ神楽田（山中含む）

731戸ノ内矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）、／ｌ＾＊ぶ

99／1東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
109／2南落合（4の通り以降～13の通りまで）
11南浦（100～110、84～98、30～33）、大只団地山際一部
12南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、17郡、石橋（大川原線以東）

18老ノ木、久保、西山（国道以東）蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、19←（大川原線以東、国道以東）十六（国道以東ｌ十八（国道以東）

20寺内、西浦
21南堀池（本通以北）、南堀池（本通以南）
23南堀池（大和、田中）、堀池・

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、24中ノ田、名木、浮面、安田町全域
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相談ごあんない

宇治市交通事故相談

交通事故巡回相談所

社会福祉協議会の相談（●印）
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